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野菜 最近病と 話題ののf丈

まもる

衛
る。 これが再び気孔から侵入し， 病気がまん延すること
となる。 ホウレンソウべと病を引き起こす病原菌は， 海
外ではPeroηo sp om farinosa f. sp. sþinaciaι Pβzr. 
inosa， P. s戸znaczaeなどが用 いられているが， 日本では，

P. effusa が一般的に用 い られて い る。 発病に好適な潟
l立は150 C前後であ り ( 佐藤ら， 1 9 9 9  a)， 冷涼な時 期 に
発生が多 い。

ホウレンソウべと病には， レースと抵抗性の関係があ
ることが知られて いる。 抵抗性をもったホウレンソウの

151種がべと病に感染すると， そ の病原菌は新レースと呼
ばれる。 そして， この新レースに抵抗性を示す品種が開
発される。 しかし， しばらく後には， さらにその品種に
感染するべと病菌が現れる。 このように， 抵抗性品種→
新レー ス→新たな抵抗性品種 の繰 り 返しで， これまで
我が国 のべと病菌は， レー ス 4 が全国的に拡がって い
た。 また， それぞれのレー スに対するホウレンソウの抵
抗性追伝子も M1 �M4 までが知られて お り ， 抵抗性品

種が作出されてきた。 この抵抗性の予備的な判定方 法に
は， 佐藤ら (1 9 9 9 b) の示した方 法がある。

しかし， 海外ではレース 4 抵抗性 のホウレンソウ品種
に感染する新たなべと病菌の報告がなされ ( COIlREL et 

al. ， 1 9 9 8 ;  NALI， 1 9 9 8)， 我が固に お いてもその発生が��

念されていた。 そ の後， 2000年には我が固に お い ても

レー ス 4 抵抗性品種に お いてべと病の発生が確認された
( S八rou et al.， 2002) ( 表 1)。 我が国で発生した新レー ス
と海外で のレー スとの異同は明らかではな いが， 各地で

日
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べと病 ( downy milclew) の病原菌は， 分類学的には
べと病菌科 (Peronosþomceae) に属する菌類 の 総称で
あ り ， その中にはいくつかの属があ り ， その各属には多
くの種が含まれて いる。 そして， すべての積類が人工培
地上では生育できな い純寄生菌である。 べと病菌は， 卵
菌亜綱 (Oomycet es) に属し， 無隔菌糸体， 1，吸器， 分
生子柄， 分生子， 卵胞子からな り ， こ の うち無隔菌糸
体， 吸器， 卵胞子は宿主 の 体内に埋没して いる。 分生子

柄は気孔から外表に現れ， その先端に分生子を生 じてべ
と病の標徴となる。 べと病菌は分生子柄の形態および分
生子 の発芽法に基づ いて分類されるが， 農作物に関係深
い 属 は，Peronosþom， Bremia， Pseudo peronospor a， 

Plasmo þa ra， Sclerosþom の 5属である。 本稿では， こ
こ数年， 我が国で話題になったべと病につ い て報告す
る。

ホウ レンソウベと病

ホウレンソウべと病は主に葉に発生する病害であ り ，
初め は黄色がかった境界の不明|僚な小斑点を生じ， やが
て拡大して淡黄色 ・ 不整形の病斑となる (口絵写真①)。
病状が進展すると葉の大部分は淡黄色となって， つ いに

は枯死する。 外葉に発生することが多く， 葉裏にはねず
み色~灰紫色のかびを密生する。 分生子柄は気孔から抽

出し， 数 回叉状に分l岐し， 先端に分生子を形成する (口

絵写真②)。 分生子は， 灰色で短楕円形， 大きさは 22 �

37 X17 �26μmであ り (匡ト1 )， 発芽管を出して発芽す

I 

ホウレンソウIRI粧のべ と 病に対す る 抵抗性反応表 1
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光学顕微鋭下でのホウ レ ンソウベ と 病菌の分�t子図 ー1
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発生が拡大 し て いる。現在では東北地域から九州地域ま
での広い範図で発生が確認されている。新レースに対 し

ての抵抗性品種の探索は， 杉浦・大崎(2 001 ) をはじめ
と し て行われており， 現在は市販品種もある。また， 新

レー スに対する薬剤防|徐 および耕観的防|徐 に関 しては，
これまで発生 の確認されて いるホウレンソウべと病とほ
ぼ同じと考えて良 い。

E アブラナ科野菜のべと病

病 原菌 はP eJ句l1osþora 仰rasiliω(synonym: Per

onosjJora brassicae) である。本病は200C以下の低温多
湿時に発生 し やすい。主に葉で発病 し ， 発病初期 にはi愉
事11が不明瞭な不定形の淡褐色~黄色となり， し だ いに葉

脈で区切られた多角形の病斑を示す。葉裂では気孔から
分生子柄を抽出 し ， 数回又状 に分岐 し， その先端に大き
さ15�3 0 x 14 �2 8μ111の 分 生子を形成 し(1週一2 ， 3 )， 
汚白色・霜状のかびを密生することがある。

アブラナ科野菜のべと病菌には， 主 に次の三つの寄生
性の分化が女11られて いる(SA1'OU and FUI(Uλ101'0， 1996  a， 

b )。①ダイコン べ と 病 菌 . ダイコンに 寄生， キャベ
ツ・プロッコリー ・jレタパガにも寄生できる。②ノ\クザ
イおよびカプ べと病菌:ハクサイ・カプ に寄生， キャベ
ツ・ ブロッコリー ・jレタパガにも寄生できる。③キャベ
ツおよびプロッコリーベと病菌:キャベツ・プロツコリ

図 2 実体顕微鏡下での7J リ フ ラ ワーベ と 病閣の分生子
柄および分�I子

図 - 3 光学顕微鏡下で の カ リフ ラ ワ ー べ と 病問の分生子
制および分生子

一・ルタパガ に寄生。これらの各べと病磁の分生子およ
び分生子柄は， すべてほぽ同じ形態・大きさを し てお
り， 外見だけでは元の 寄主 植物を特定する事は できな
しミ。
1 カリフラワーベと病

本べと病は， 佐藤・掘内(1999 ) により発生が報告さ
れた。下葉 に発生が見られ， 発病初期には葉脈聞 に淡褐
色の病掬を生じる。病斑は葉j派 に区切られた多角形のも
のもあるが， 多くは不定形で、不折íj いなもの となり， 葉裂

には， 汚白色， 箱状のかびを生じる(I�H )。寄生性の
分化は， 上述③キャ ベツおよびブロッコリーベと病菌と

同じである(表 2 )。海外では， 葉に発生するだけでは
なく食用部分である花蓄 に発生するべと病の存在が知ら
れており， 我が国では， ブロツコリーにお いて花蓄に発

生するべと病が発生 し て い るだけに， カリフラワーにお
いても同様に注意が必要である。
2 ハクサイベと病
本べと病は主 に葉に発生する(口絵写真③ ) が， 最近

では， 葉柄部 に発生 して黒く変色 し 問題となると いった
報告がなされて い る(藤永ら， 199 8， 図ー5)。また， 本

病に対する薬剤防除試験も行われ， 生育初期 からの予防
散布が効果的であることが明らかとなった(藤永・小木
曽， 2001)。

3 タアサイベと病
本べと病は， 佐藤ら(1999 c ) により発生が確認され

た。下楽 に発生 し ， 黄色でb不定形の小型の病斑が点在す
る(�卜6)。葉裂 には白色粉状 のかびが密生する。寄生
性の分化は， 上述②ハクサイおよびカブ べと病菌と同じ
である(表 -2)。

タアサイおよび上述のカリフラワーにお い ては， べと
病は新発生の病害であるため現在のところそのため の登
録保薬はな い。防除体系を整えるためにも， 早急な防除
薬剤の登録が望まれる。

図 - 4 :h リ フラ ワーベ と 病の病徴 ( 薬製)

一一一 2 一一
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ア ブ ラ ナ科illJ'菜のべと病i�iの寄生性表-2

べと病閣の分離曲;i接fill植物

B. CflJJIρ出Iris (narinosa grollp) 

B. cam.þeslris khinensis grollp) 

B印mþeslris (japonic正grollp)

B. call1þeslris (olei fera grollp) 

B. caJJlþeslris (p巴kin巴nsisgrollp) 

B. camþeslris (pekin巴nsisgrollp) 

B. caJJlþeslris (rapifera grollp) 

βcamþeslris (rapifera grollp) 

B. calJψeslris (γapif巴ra grollp) 

B. jllJ/cea kernua grOllp) 

B. oleracea (botrylis grollp) 

B. oleraceど(botrylisgrollp) 

B. oleracea (botrylis grollp) 

B. oleracea kapitata grollp) 

B. oleracea (jtalica grollp) 

B. 'Wþl出(napobrassica grollp) 

R. saliulIs (daikon grollp) 

R saliulIs (daikon gγOllp) 

，) 佐綴・煽内 ( 1999) よ り b) 佐 藤 ら ( J 999 c)より C)未調1'f.， d)発病程度・ 4 虫 (発病商初当� 50%以上)， 3 :  '-1' ( 20�49%)， 2 
較 (19%以』ご)， 1 : 微 ( 小さ な褐点が見 ら れ る )， 0 : 無病徴.

学名

タ アサ イ
タ イサ イ
キョウナ
ア ブ ラ ナ
ハ ク サ イ
ハタサ イ
カ プ

カ プ

カ プ
カ ラ シナ
カ リフ ラ ワ ー
カ リフ ラ ワー
カ リフ ラ ワ ー
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ル タ パガ

ダ イ コ ン
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品紅1名

タ アサ イ
雪1'1体菜

自議千íüH;t水系
新lぬ生計11菜

1と{，、

野|附2サ

11野菜

早�I"-小総菜

早�I"金IIIT

架からし菜

野l附早生

ス ノーポーノレ

ス ノーク ラ ウ ン
凶手機
l附:j.ì
グリー ン ト ップ

宮埠
紛U!t

植物名

に分岐 し ， 先端に分生子を形成する(口絵写真④)。分
生子は， 大きさ 22�3 0 x 16�20μ111， レモ ン~短椅円

形 で， 遊走子 を出 し ， これが伝染源となる。病原菌は

Pse/ldo 戸erOl1osþora cubel1sisに分類される。20�250C の

高湿度条件下で発生が多くなる。

本べと病で， 石井ら(2000， 2001) および151111 et al. 

(2001 )によ り ， スト ロビルリン系殺菌剤耐性菌 の出現

と， 薬剤作用点タンパク質遺伝子 での変異 およびPCR

RFLPによる耐性菌 の診断技術も併 せ て報告された。

また， 勝部ら(2001 ) によ り ， ストロビjレリン系殺菌剤

耐性菌は， TPN剤， マンゼプ 剤， オキサジキシjレ ・ 銅

剤など本系以外のべと病対象薬剤によって防除できるこ

とが示された。

図- 5 ハ ク サ イ ベと病の病徴 ( 主�m内部の黒変)

ここ数年， 我が国での!野菜に関わるべと病の報告は，

人工清誌 の できな い純寄生菌で、あると いう理由を除 いて

もかな り 少な いと思われる。海外ではこの他に， レタス

べと病菌(Bremia lacl1fcae ) の 報告は精力的になされ

てはいるが， その他の報告はそれほど多くはな い。べと

病は， 一般的にも広くまnれ渡って い る重要病害 である

が， 研究自体が少なければ， 来rr病害の発生や耐性菌の出

現などをはじめ とする問題が起きた場合には， 迅速な対
応が できなくなって し まう可能性が考えられる。また，
さらなる防除体系 の!t!Jf立などにも向けて， 研究を�fみ重

一一一 3 一一一

タ アサ イ ベと病の病徴 ( 矢印部分)

本べと病は棄に発生する病害であ り ， 病斑は黄色で，
葉脈に図まれた角斑である。病斑の装面には紫~県色の
かぴを密生する。 分生子柄は気孔から抽出し， 数回叉状

キュウリベと病皿

図 - 6



504 植 物 防 疫 第 56 巻 第 12 号 (2002 年)

ね て い く こ と が重要で あ る と 考 え る 。
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新しく登録された農薬(14.10.1�lO.31)
掲載 は， 種類名，ilÌïl1"1z:S (登録番号 : 製造業者又 は輸入業者) 登録年月 日， 有効成分お よ び 含有量， 対象作物 : 対象病

害虫 : 使用 時期お よ び回数な ど。 ただ し， 除 草剤 につい て は， 適用雑 草 : 使 用方法を 記載。 (… 日 … 回 は 収穫何 日 前 ま で，
何 回以内散布又 は摘採何 日 前 ま で何 回以内の散布の略) 0 (登録番号 20903�20949) 新規成分 に は ア ン ダ ー ラ イ ン を 付 し た 。

アセフ エ ー ト 車立淘l

ア セ フ ェ ー ト 5.0%

「殺虫剤J

ニン'z，*L〆-f.fjtJJlJ (20938 : 丸紅) 2002/10/31 
ば ら ・ ト ル コ ギ キ ョ ウ ・ ゆ り : 発生初期 : 5 回 : 株元散布，

芝 : ス ジ キ リ ヨ ト ウ ・ シ パ ッ ト ガ ・ タ マ ナ ヤ ガ : 発 生初
期 : 5 回 : 全面散布

ジz-(Z-.;<1，堂筋 ( 2 0 9 3 9  : 全 農 ) ， ジz，*レ-f.fjtJJlJ

(20940 : 興農) 2002/10/31 
キ ャベ ツ ・ は く さい : ア オ ム シ ・ ア ブ ラ ム シ 類 ・ コ ナ ガ ・ ヨ

ト ウ ム シ : 定植 時 及 び生育期 (収穫 2 1目前 ま で) : 3 回 :
定植時植 穴処理及 び生育期 株元散布， だ いこ ん : ア オ ム
シ ・ コ ナ ガ ・ ア ブ ラ ム シ 類 : は 種前 : 1 回 : は種前作条散
布， き ゅう り : オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ・ ア ザ ミ ウ マ 類 ・ ア プ
ラ ム シ類 : 定植時及び生育期 (収穫前 日 ま で) : 3 回， ト マ
ト : オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ・ ア ブ ラ ム シ類 : 定植時及 び生育

期 (収穫前 日 ま で) : 3 回， な す : ア ブ ラ ム シ類 : 定植時及
び生育期 (収穫前 日 ま で) : 3 回 : 定植時作条散布又 は植穴
散布， 生育期 株元散布， ばれ い しょ : ア プ ラ ム シ類 : 植付
時 : 1悶 : 作 条 散 布， た ばこ : ヨ ト ウ ム シ : 移 植 前 : 1 
回 : 作条散布後土壌混和， ば ら ・ ト ル コ ギ キ ョ ウ ・ ゆ り :
発生初 期 : 5 回 : 株元散布， 芝 : ス ジ キ リ ヨト ウ ・ シ バ ッ
ト ガ ・ タ マ ナ ヤ ガ : 発生初期 : 5 回 : 全面散布

ペル メ ト リ ン粒剤

ff-f'べ-(f A (20919 : サ ン ケ イ ) 2002/10/3 
ペ ル メ ト リ ン 0.10%
は く さい ・ ごぼう : ネ キ リ ム シ類 : は種時~生育初期 : 5 回，

だいこ ん : ネ キ リ ム シ 類 : は 種時~生育初期 : 4 回， キ ャ
ベ ツ ・ レタス ・ プ ロ ツ コ リ ー ・ カ リ フ ラ ワ ー : 定植 時 : 5 
回， な す : ネ キ リ ム シ 類 : 定植 時 : 3 回， いちご ・ に んじ
ん : ネ キ リ ム シ 類 : 生育初期 : 5 回， ほう れ ん そ う : ネ キ
リ ム シ 類 : 生 育初 期 : 2 回， と う もろこ し : ネ キ リ ム シ

類 : 生育初 期 : 4 回， たばこ : ネ キ リ ム シ 類 : 定 植 時 : 1 
回， マ リ ーゴ ー ル ド : ネ キ リ ム シ類 : 生育初期 : 6 回

「殺菌剤」
ジ ク ロ シ メ ッ ト ・ フ ェ リ ム ゾ ン粉剤

プラ7Ãf:yプ者'{jJJlJOL (20903 : 武田薬品， 20904 : 住友 化 学)
2002/10/3 

ジ ク ロ シ メ ツ ト 0.15%
フ ェ リ ム ゾ ン 2.0%

稲 : いもち病 ・ ご ま 葉枯病 ・ 穂枯れ ( ご ま 葉枯病菌) : 2 1 日
前: 2 回

ジ ク ロ シ メ ッ ト ・ フ エ リ ム ゾ ン 水和剤

プラÃf:Yプ713アフン'f; (20905 : 武 田薬品， 20906 : 住友化
学) 2002/10/3 

ジ ク ロ シ メ ツ ト 3.5%
フ ェ リ ム ゾ ン 15 . 0%
稲 : いもち病 ・ ご ま 葉枯病 ・ 穂枯れ ( ご ま 葉枯病菌) : 2 1 日

前: 2 回

「殺虫殺菌剤」
アシベ ン ゾ ラ ルSメ チル ・ チア メ ト キサ ム粒剤

デジタルバィγシアクタラJI!JtJJlJ (20907 : シ ン ジ エ ン タ )
2002/1013 

ア シベ ン ゾ ラ ル S メ チ ル 2 . 0%
チ ア メ ト キ サ ム 2.0%
稲 (箱 育苗) : いもち病 ・ ウ ン カ 類 ・ ツ マ グ ロ ヨコ バ イ ・ イ

ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ : 移植 3 日 前~移植 当
日 : 1 回 : 育苗箱 中 の苗 の上か ら 均 一 に 散布す る

ソ ル ビ タ ン脂肪酸エ ステル乳剤
カターンすーフ (20924 : フ マ キ ラ ー ) 2002/10/16 
ソ ル ビ タ ン 脂肪酸 エ ス テ ル 0.14%
き く : ナ ミ ハ ダニ : 発生初期， パ ン ジ ー : 灰色か び病 ・ ア ブ

ラ ム シ類 : 発生初期， ペ チ ュ ニ ア : う ど んこ病 ・ ア ブ ラ ム
シ類 : 発生初期 : 希釈せずそ の ま ま 散布 す る

「除草剤」
イ ソ キサベ ン ・ テ ニ ル ク ロ ー ル水和剤

クイ:tJ‘'-f・米務長1!1 (20925 : 北 興 化 学， 20926 : ト ク ヤ マ )
2002/10116  

イ ソ キ サベ ン 5%
テニル ク ロ ー ル 50%
日 本芝 : 畑地一年生雑 草 : 芝生育期 (雑 草 発生前) : 2 回
イ マ ゾ ス ルフ ロ ン ・ オ キ サ ジ ク ロ メ ホ ン ・ ク ロ メ プ ロ ッ プ ・

タ イ ム ロ ン 水和剤
ずラプレ:yf'RX7aアフγ'f; (20948 : 武 田 薬品， 20949 : :全

農) 2002/10/31 
イ マ ゾス ル フ ロ ン 1.7%
オ キ サ ジ ク ロ メ ホ ン 1.2%

(30 ペ ー ジ に 続 く )
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